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・年頭のご挨拶

・「第48回川崎市社会福祉大会」開催

・「第29回川崎市保育研究大会」開催

・～翔べ！川崎っこ　輝け世界へ～「第37回川崎市保育まつり」開催

・民生委員児童委員が一斉に改選されました

・「悪質商法に気をつけよう」～あんしんセンターの事例より～

・ボランティア活動振興センター　～待っている人がいます。あなたにできること～

・ご利用ください！あなたの身近な相談窓口　地域福祉情報バンク

・協賛会員を募集しています

・たくさんのご寄付をありがとうございました ～ご寄付お礼～

・インフォメーション ～平成22年度　かわさきボランティア・市民活動フェア　他～
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社会福祉協議会は住民の参加により福祉のまちづくりをすすめる民間組織です
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年頭のご挨拶
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　あけましておめでとうございます。

　市民の皆様におかれましては、ご健勝にて輝かしい新年

を迎えられましたことと心からお喜び申し上げます。また、

日ごろから社会福祉協議会の事業推進に多大なるご支援と

ご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、今日、福祉を取り巻く環境は大きく変化し、福祉課題

はより複雑・多様化しております。また、厳しい社会経済・

雇用情勢、地域における人間関係の希薄化は、新たな課題

を顕在化させております。

　このような中、私ども川崎市社会福祉協議会におきまして

は、住民参加の「福祉のまちづくり」の実現と、複雑化する

福祉課題や、社会情勢の変動に即した対応を可能とする

ため、「第２期地域福祉活動推進計画」（平成１９年度～

平成２３年度）に基づき、市民の声を集約できる機能的な

事業体の構築や、福祉ニーズに対応し、継続的に良質な

福祉サービスの提供を行うための福祉人材育成の強化等

に取り組んでおります。

　「第２期地域福祉活動推進計画」の最終年にあたる

本年は、これまで５ヵ年の取り組みを振り返り、点検・評価を

行うとともに、昨今の社会福祉をめぐる情勢をふまえ、第３期

計画の策定に取り組んでまいります。

　また、本年は本会の創設６０年という節目の年にあたり

ます。設立以来、地域福祉の推進を継続してこられました

ことは、ひとえに市民の皆様、とりわけ関係者皆様のご尽力

ご支援と、そして先達の皆様のご熱情の賜物と存じます。

ここに、あらためて心より感謝申し上げます。

　これまで永年にわたり皆様とともに培ってまいりました成果

を活かし、これからも地域福祉の推進に努めてまいりたいと

存じますので、ご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。

　末筆となりましたが、皆様のご多幸とご健勝をお祈りし、

年頭のご挨拶とさせていただきます。
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川崎市社会福祉協議会

　あけましておめでとうございます。

　新年を迎え、皆様のご健勝とご多幸を心からお祈り申し上げ

ますとともに、今年一年が明るい話題にあふれた、良い年に

なりますよう願っております。

　昨年を振り返りますと、横須賀線武蔵小杉駅の開業や羽田

空港の国際化により、川崎のポテンシャルがますます高まり

ました。また、サッカーワールドカップにおける川崎フロンターレの

選手の活躍をはじめ、スポーツや音楽・芸術など本市の活力と

魅力が一層輝きを放ちました。

　今年は、「川崎再生フロンティアプラン第３期実行計画」及び

「新たな行財政改革プラン」を策定し、川崎再生の総仕上げ

から「新たな飛躍」につなげる３か年のスタートの年です。

　まず、特別養護老人ホーム、保育所の着実な整備促進、防

犯・防災対策やいまだ厳しい雇用情勢への対応など、市民生

活を支える自治体としての責務をしっかりと果たしてまいります。

　また、羽田空港の国際化にあわせ、成長戦略の道筋を明ら

かにし、川崎臨海部・神奈川口において取り組んできたライフサ

イエンス・環境分野の研究開発拠点の形成による国際競争力

の強化や、本市の最先端の環境技術を活かした国際社会へ

の貢献、市内企業の技術の高度化や人材育成の推進など、

川崎、そして首都圏、日本の成長を牽引していくような取組を

進めます。

　こうした中、川崎駅東口駅前広場の再編整備が完了し、

川崎の玄関口として、環境配慮技術を盛り込んだ賑わいと

ゆとりのある駅前広場に生まれ変わるとともに、臨海部では、

大規模太陽光発電所（メガソーラー）や太陽光発電等ＰＲ施設

が運営を開始します。また、日本初の四年制の映画単科大学と

なる日本映画大学の開学、そして、藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム

の開館など、川崎の魅力を高める新たな地域資源が順次誕生

します。

　今後とも、市民生活の安定確保に取り組むとともに、魅力が

輝き、活力にあふれるまちづくりに全力を傾注してまいります

ので、皆様のご協力をお願いいたします。
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